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　Ｊクラブのアカデミーに所属する選手を選抜して行う恒例の海外キャンプが、7月から9月の夏休み期間を中心に実施された。Gothia Cup
に出場したＵ－１４Ｊリーグ選抜のスウェーデンキャンプを皮切りに、Ｕ－１３選抜はタイで行われた2013 SUPERJUNIORS FOOTBALL 
CHAMPIONSHIPに参加。8月下旬からはＵ－１６が韓国、Ｕ－１５がブラジルで、それぞれ海外キャンプを行った（詳細は次号）。国際試合
の経験を通じて競技力の向上を図るだけでなく、海外文化に触れ、現地の人々との交流によって豊かな人間性を育むことを目的に行われる海外
キャンプ。選手たちは今回もまた、慣れない環境のもとで積んだ貴重な経験を持ち帰った。（2～3ページに関連記事）

育成年代の選手を海外キャンプに派遣
Ｕ－１４・Ｕ－１３Ｊリーグ選抜がそれぞれスウェーデン、タイで開催の国際大会で活躍

スウェーデンで海外キャンプを行ったＵ－１４Ｊリーグ選抜（左、写真提供：ベースボール・マガジン社）と、タイで同キャンプを実施したＵ－１３Ｊリーグ選抜（右）
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開会式が行われたウレビスタジアム。EURO 92の決勝も行われたスタジアムだ

ハードな日程をこなしながら、札幌（写真）もＪリーグ選抜も
準優勝という素晴らしい成績を収めた

年上の選手たちを相手に快進撃を演じ、見事に準優勝という成績を収めた

スタジアムで熱心に声援を送り続けてくれた地元
のサポーターに感謝を表す

決勝は世界の高いレベルを知る貴重
な機会となった

宿舎でのミーティング。試合の反省、次の試合へ
向けた考えなどをしっかりと話した

暑い気候の中、チーム一丸の戦いで
優勝という成果を挙げた

帰国の日には仏教寺院を見学し、タイの伝統文化の一端に触れた

試合会場との往復はトラムで

札幌とウガンダのチームによる決勝。普段はあまりなじみのない
相手との対戦を通して、貴重な経験を積んだ

78カ国から3万7000人が参加
　ゴシアカップとは、スウェーデン第二の都市
であるイェーテボリで1975年から毎年開催さ
れている、世界最大規模の国際ユース大会だ。
男子はＵ－１１～１９、女子はＵ－１２～１９ま
での1歳ごとのカテゴリーで優勝が争われ、こと
しは78カ国から1615チーム、約３万7000人
の選手が参加した。
　参加チームはスウェーデンやノルウェー、フィ
ンランドなどが多く、プロクラブのアカデミーや
タウンクラブ、学校のチームなどさまざまで、大
半はオープン参加。エバートン（イングランド）、
リバープレート（アルゼンチン）、クラブ・アメリ
カ（メキシコ）といった世界的に知られるクラブ
も出場していた。
　大会の規模の大きさを体感できるのが開会
式だ。４万3000人収容のスタジアムが出場
選手と観客で埋め尽くされる中、選ばれた78
カ国の選手たちが国別に入場行進するほか、
コンサートやダンスイベントも併せて盛大に行
われるなど、オリンピックを思わせるようなスケー
ルだった。
　この大会に日本から出場したのが、２０１２
シーズンの最優秀育成クラブ賞を受賞した
コンサドーレ札幌（Ｕ－１６）と、Ｕ－１４Ｊリー
グ選抜の2チーム（Ｊリーグ選抜はＵ－１５の
カテゴリーに出場）。札幌はＪリーグが昨年か
ら実施する「Ｊリーグアカデミー グローバルチャ
レンジ」の一環として派遣され、Ｊリーグ選抜は
海外キャンプとしての出場だった。
　Ｕ－１５、同１６はともに176チームが参
加した。44グループで4チームによるグループ
リーグを行い、2位以上が上位トーナメントに
進出。札幌、Ｊリーグ選抜ともグループを1位
で突破したため、上位トーナメント1回戦は
シードされたが、それでも6日間で9試合、1日
に3試合をこなすハードな日もあった中、共に
準優勝を収めた。

称賛を集めたプレースタイル
　対戦相手のレベルは、極端に落ちるチーム
もあったが、上位トーナメントになればある程度
きっ抗した力関係だった。ただし、日本の2チー
ムは相手と比べると体つきやパワー、スピード
では劣ることがほとんど。特にＪリーグ選抜は、
相手が1歳上だったため体格差がより顕著だ
ったが、共に技術と判断を持ち味に、しっかりと
ボールを動かしながら相手守備を崩してゴール
に迫った。その戦いぶりは、ロングボールを多
用するシンプルなサッカーに慣れ親しんでいる
地元の観客だけでなく、大会関係者からも称
賛を受けた。
　決勝では、札幌は2点をリードしながらウガン
ダのチームのスピードとゴールに向かう迫力に
対応しきれず2－3と逆転負け。Ｊリーグ選抜
も、クラブ・アメリカのスピードや強さに圧倒さ
れて1－6で敗れた。共に悔しい幕切れとなった
が、さまざまな特徴を持った相手と試合を重ね
ることで、個人としてもチームとしても貴重な経
験を積んだ。
　選手たちが受けた刺激は、ピッチの中だけに
とどまらない。宿泊先は市内の学校の教室が
チームごとに割り当てられ、選手とスタッフが

「雑魚寝」をしながら共同生活を送った。そして
宿泊先はもちろん、グラウンドでも他のチームと
頻繁に顔を合わせるほか、現地ファンとの交流
もあり、さまざまな人とコミュニケーションを図る
機会に恵まれた。こうした「日常」を、選手とし
ても人間としても大きく成長する年代で味わえ
たことも、大きな財産になったはずだ。
「試合はもちろん、共同生活やさまざまな体験
を通して、選手は人としての幅が広がったので
はないでしょうか。日本ではできない経験をした
ことで、日本にいたときの『殻』を破れたような
気がします」（札幌の川口卓哉コーチ）
「優勝という目的に向かって共同生活すること
で、『反省して行動する』というサイクルが身に
付き、意識の変化が見られました」（Jリーグ
選抜の上野山信行 団長／監督）
　強豪チームだけが集う国際大会とは異なる
魅力を持つゴシアカップは、さまざまな気付きと
学びをもたらしてくれたようだ。

　Ｊリーグによる国際親善と次世代育成をテーマとした
プログラムを設立し、Ｊリーグアカデミーの狙いである
「世界で活躍する選手の育成および強化」を促進する
ことが目的。前年のＪリーグアウォーズで「最優秀育成
クラブ賞」を受賞したクラブに対し、翌年度の国際ユース
大会への出場権が与えられる。2012年に同賞を受賞
したコンサドーレ札幌のアカデミーがＪリーグアカデミー
の代表として、ことしのゴシアカップに出場した。

「Ｊリーグアカデミー グローバルチャレンジ」

　ことし7月15日から20日にかけてスウェーデンのイェーテボリで開催されたGothia Cup（ゴシアカップ）に、コンサドーレ札幌
（Ｕ－１６）とＵ－１４Ｊリーグ選抜が出場した。世界最大規模といわれる国際大会で、参加した選手たちは準優勝という結果と
ともに多くのものを吸収した。

リポート 大会参加で得た「気付き」と「学び」
Gothia Cupリポート

週刊サッカーマガジン　星野 有治

写真提供：ベースボール・マガジン社

写真提供：ベースボール・マガジン社

Ｕ－１３Ｊリーグ選抜
タイキャンプ

Ｕ－１４Ｊリーグ選抜
スウェーデンキャンプ

　Ｕ－１４Ｊリーグ選抜はGothia Cupで快進撃を見せた。グループス
テージを3戦全勝、無失点という成績で突破すると、決勝トーナメント
1、2回戦、ラウンド16、準々決勝、準決勝も相手チームに得点を許さず
連勝した。ラウンド16 ～準決勝の3試合は、1日で消化するというハード
スケジュール。朝5時45分に起床、連戦の疲労も顔をのぞかせ、体格の
いい相手との試合が進むにつれて技術レベルが上がる対戦の中を、見事に
戦い抜いた。国歌演奏、大型映像装置の選手紹介など、本格的な国際試
合の雰囲気を漂わせる決勝では、クラブ・アメリカ（メキシコ）と対戦。技
術、体力で勝り、規律もしっかりしたチームに1－6と悔しい敗戦を喫した
ものの、1歳上の選手たちを相手に戦っての準優勝は立派な成績。差し
入れや洗濯の便宜を図り、熱心に声援した現地在住日本人の方々から
も「この伝統ある大会で決勝に進出し、Ｊリーグ選抜は本当に日本の
誇り」と、称賛の言葉を贈られた。

　Ｕ－１３Ｊリーグ選抜は、バンコク、チョンブリの両市で開催された
2013 SUPERJUNIORS FOOTBALL CHAMPIONSHIPに出場し
た。グループステージ初戦は10－0の大勝と好スタートを切ったが、第2
戦では体格で勝るチョンブリＦＣに1－6と完敗。その後、東南アジア独
特の暑さの中で1日に2試合を戦った第3、4戦は共に勝利し、3勝1敗
の2位という成績で、1、2位のチームによる優勝決定戦への出場を決め
た。優勝を懸けて対戦したのは、再びチョンブリＦＣ。前半は1－1で折
り返したが、後半に3点を加えて4－1と見事に雪辱。結団式で定めた
優勝という目標を達成した。控えの選手たちも「今までで一番良い準備
ができた」と話すなど、全員で勝ち取った優勝だった。キャンプの期間中
は暑さに加え、香辛料がきいた食事に苦戦し、突然のキックオフ時刻変
更といったアクシデントも起きた中、チーム一丸となって成果を挙げた経
験は、選手たちにとって大きな財産となるだろう。

 氏名 所属

団長／監督 上野山 信行 Ｊリーグテクニカルダイレクター
コーチ 雨野 裕介 ガイナーレ鳥取
ＧＫコーチ 野田 晶生 大分トリニータ
トレーナー 川合 宏明 奈良接骨院
主務 中村 聡 Ｊリーグ

ポジション 氏名 クラブ

GK 櫻庭 立樹 コンサドーレ札幌
 高草木 天平 浦和レッズ
DF 中川 創 柏レイソル
 樫村 怜史 東京ヴェルディ
 伊従 啓太郎 川崎フロンターレ
 秋山 友作 ヴァンフォーレ甲府
 西 洸瑠 アビスパ福岡
MF 山本 瑞樹 鹿島アントラーズ
 植松 亮 大宮アルディージャ

＜スタッフ＞

＜参加選手＞

 越智 英行 ジェフユナイテッド千葉
 小林 幹 ＦＣ東京
 山田 康太 横浜Ｆ・マリノス
 岡野 周太 サンフレッチェ広島
 森山 真伍 サガン鳥栖
FW 剱持 燐太郎 モンテディオ山形
 大橋 海斗 ＦＣ岐阜
 佐々井 大輝 ガンバ大阪
 靏 尚基 大分トリニータ

Ｕ－１４Ｊリーグ選抜 スウェーデンキャンプ 参加メンバー

 氏名 所属

団長／監督 上野山 信行 Ｊリーグテクニカルダイレクター
コーチ 北 慎 ＦＣ東京
ＧＫコーチ 斎藤 武志 モンテディオ山形
トレーナー 荻堂 博行 平成医療学園専門学校
主務 深野 悦子 Ｊリーグ

ポジション 氏名 クラブ ポジション 氏名 クラブ

ＧＫ 中澤 祐哉 ヴァンフォーレ甲府
 大内 朔弥 セレッソ大阪
ＤＦ 望月 康平 鹿島アントラーズ
 河井 哲太 ガンバ大阪
 宋 勝鳳 ヴィッセル神戸
 桑原 海人 アビスパ福岡
ＭＦ 五百藏 悠 大宮アルディージャ
 山田 雄士 柏レイソル
 横田 大祐 川崎フロンターレ

 棚橋 尭士 横浜Ｆ・マリノス
 出口 大瑶 清水エスパルス
 宮松 竜士 ジュビロ磐田
 成瀬 竣平 名古屋グランパス
 江川 慶城 京都サンガF.C.
 伊藤 大河 Ｖ・ファーレン長崎
ＦＷ 有馬 大勢 東京ヴェルディ
 玉川 樹 徳島ヴォルティス
 日髙 智也 大分トリニータ

ポジション 氏名 クラブ

＜スタッフ＞

＜参加選手＞

Ｕ－１３Ｊリーグ選抜 タイキャンプ 参加メンバー
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　ことし7月15日から20日にかけてスウェーデンのイェーテボリで開催されたGothia Cup（ゴシアカップ）に、コンサドーレ札幌
（Ｕ－１６）とＵ－１４Ｊリーグ選抜が出場した。世界最大規模といわれる国際大会で、参加した選手たちは準優勝という結果と
ともに多くのものを吸収した。

リポート 大会参加で得た「気付き」と「学び」
Gothia Cupリポート

週刊サッカーマガジン　星野 有治

写真提供：ベースボール・マガジン社

写真提供：ベースボール・マガジン社

Ｕ－１３Ｊリーグ選抜
タイキャンプ

Ｕ－１４Ｊリーグ選抜
スウェーデンキャンプ

　Ｕ－１４Ｊリーグ選抜はGothia Cupで快進撃を見せた。グループス
テージを3戦全勝、無失点という成績で突破すると、決勝トーナメント
1、2回戦、ラウンド16、準々決勝、準決勝も相手チームに得点を許さず
連勝した。ラウンド16 ～準決勝の3試合は、1日で消化するというハード
スケジュール。朝5時45分に起床、連戦の疲労も顔をのぞかせ、体格の
いい相手との試合が進むにつれて技術レベルが上がる対戦の中を、見事に
戦い抜いた。国歌演奏、大型映像装置の選手紹介など、本格的な国際試
合の雰囲気を漂わせる決勝では、クラブ・アメリカ（メキシコ）と対戦。技
術、体力で勝り、規律もしっかりしたチームに1－6と悔しい敗戦を喫した
ものの、1歳上の選手たちを相手に戦っての準優勝は立派な成績。差し
入れや洗濯の便宜を図り、熱心に声援した現地在住日本人の方々から
も「この伝統ある大会で決勝に進出し、Ｊリーグ選抜は本当に日本の
誇り」と、称賛の言葉を贈られた。

　Ｕ－１３Ｊリーグ選抜は、バンコク、チョンブリの両市で開催された
2013 SUPERJUNIORS FOOTBALL CHAMPIONSHIPに出場し
た。グループステージ初戦は10－0の大勝と好スタートを切ったが、第2
戦では体格で勝るチョンブリＦＣに1－6と完敗。その後、東南アジア独
特の暑さの中で1日に2試合を戦った第3、4戦は共に勝利し、3勝1敗
の2位という成績で、1、2位のチームによる優勝決定戦への出場を決め
た。優勝を懸けて対戦したのは、再びチョンブリＦＣ。前半は1－1で折
り返したが、後半に3点を加えて4－1と見事に雪辱。結団式で定めた
優勝という目標を達成した。控えの選手たちも「今までで一番良い準備
ができた」と話すなど、全員で勝ち取った優勝だった。キャンプの期間中
は暑さに加え、香辛料がきいた食事に苦戦し、突然のキックオフ時刻変
更といったアクシデントも起きた中、チーム一丸となって成果を挙げた経
験は、選手たちにとって大きな財産となるだろう。

 氏名 所属

団長／監督 上野山 信行 Ｊリーグテクニカルダイレクター
コーチ 雨野 裕介 ガイナーレ鳥取
ＧＫコーチ 野田 晶生 大分トリニータ
トレーナー 川合 宏明 奈良接骨院
主務 中村 聡 Ｊリーグ

ポジション 氏名 クラブ

GK 櫻庭 立樹 コンサドーレ札幌
 高草木 天平 浦和レッズ
DF 中川 創 柏レイソル
 樫村 怜史 東京ヴェルディ
 伊従 啓太郎 川崎フロンターレ
 秋山 友作 ヴァンフォーレ甲府
 西 洸瑠 アビスパ福岡
MF 山本 瑞樹 鹿島アントラーズ
 植松 亮 大宮アルディージャ

＜スタッフ＞

＜参加選手＞

 越智 英行 ジェフユナイテッド千葉
 小林 幹 ＦＣ東京
 山田 康太 横浜Ｆ・マリノス
 岡野 周太 サンフレッチェ広島
 森山 真伍 サガン鳥栖
FW 剱持 燐太郎 モンテディオ山形
 大橋 海斗 ＦＣ岐阜
 佐々井 大輝 ガンバ大阪
 靏 尚基 大分トリニータ

Ｕ－１４Ｊリーグ選抜 スウェーデンキャンプ 参加メンバー

 氏名 所属

団長／監督 上野山 信行 Ｊリーグテクニカルダイレクター
コーチ 北 慎 ＦＣ東京
ＧＫコーチ 斎藤 武志 モンテディオ山形
トレーナー 荻堂 博行 平成医療学園専門学校
主務 深野 悦子 Ｊリーグ

ポジション 氏名 クラブ ポジション 氏名 クラブ

ＧＫ 中澤 祐哉 ヴァンフォーレ甲府
 大内 朔弥 セレッソ大阪
ＤＦ 望月 康平 鹿島アントラーズ
 河井 哲太 ガンバ大阪
 宋 勝鳳 ヴィッセル神戸
 桑原 海人 アビスパ福岡
ＭＦ 五百藏 悠 大宮アルディージャ
 山田 雄士 柏レイソル
 横田 大祐 川崎フロンターレ

 棚橋 尭士 横浜Ｆ・マリノス
 出口 大瑶 清水エスパルス
 宮松 竜士 ジュビロ磐田
 成瀬 竣平 名古屋グランパス
 江川 慶城 京都サンガF.C.
 伊藤 大河 Ｖ・ファーレン長崎
ＦＷ 有馬 大勢 東京ヴェルディ
 玉川 樹 徳島ヴォルティス
 日髙 智也 大分トリニータ

ポジション 氏名 クラブ

＜スタッフ＞

＜参加選手＞

Ｕ－１３Ｊリーグ選抜 タイキャンプ 参加メンバー
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大迫がブラジルの名門を相手にハットトリックの大活躍

　ＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）２０１３
準々決勝の第1戦4試合が8月21日にアジ
ア各地で行われ、日本勢で唯一、勝ち残って
いる柏レイソルは、ホームの日立柏サッカー場
でアルシャバブ（サウジアラビア）と1－1で引
き分けた。柏は21分、FKのこぼれ球をFW
工藤壮人が決めて先制。その後はアルシャバブ
が反撃に転じ、前半終了直前の44分に同点
ゴールを奪われた。後半は何度か決定的な
チャンスをつくった柏だが、勝ち越し点は生ま
れなかった。
　第2戦は9月18日（水）に、アウェイのリヤ

ドで行われる。柏は勝てば準決勝進出が決
定。引き分けの場合、2－2以上のスコアなら
アウェイゴール数で上回り、4強入りが決まる。
90分を終えて1－1の場合は、延長戦へ突
入。0－0ならアウェイゴール数で下回り、敗れ
た場合と同様、敗退となる。ネルシーニョ監督
は「分析を重ね、今日よりいい内容でゲームを
したい」と第2戦への抱負を語った。今シーズ
ンのＡＣＬではアウェイで4戦4勝と素晴らし
い成績を残しているだけに、日本勢として
2009年の名古屋グランパス以来となる準決
勝進出が期待される。

Ｊリーグ・Ｊクラブの垣根を越えた議論
　Ｊリーグのシーズンカレンダーについては
「カレンダータスクフォース」で検討を重ねてき
た。Ｊリーグ内部だけでなく、外部の識者も交え
て意見を聞き、Ｊクラブの各方面の担当者と
議論を続けてきた。
　しかしながら、Ｊリーグが今後、発展を続けて
いくためには、シーズンカレンダー以外のテーマ
についても議論が必要との考え方に基づき、
会議の体制を変更した。これが「Ｊリーグ戦略
会議」で、Ｊリーグのシーズン制の検討、同じく
成長戦略の策定と実現のための具体的目標
などを目的に、2012年10月から今年8月ま
で、計9回開催した。
　Ｊリーグ戦略会議はＪリーグ、Ｊクラブ実行
委員などによって構成される。そして、Ｊリーグ
の現状分析とその共有、Ｊリーグのシーズン
制、大会フォーマット、選手育成などをテーマ
に、Ｊリーグの成長戦略についての議論を行
ってきた。そのうち、いくつかの議案について
は、今年6、7月のＪリーグ実行委員会、同理
事会で審議を行った。
　さらに7月後半からは、Ｊクラブの実行委員
をエリア別に約10人ずつ集め、東京（2回）、
大阪、福岡で計4回の「Ｊリーグの成長戦略
に関する意見交換会」を開催した。ここでは大
会フォーマットに関してだけでなく、クラブの垣
根を越えてＪリーグの発展に向けた活発な意
見が交わされた。

　この意見交換会の成果について、Ｊリーグ
の中西大介 競技・事業本部長は「各クラブ
が個別の利害を主張するのではなく、Ｊリーグ
全体のことを考えて、さまざまなアイデアを出し
てくれたのは大きな収穫。非常に有意義な会
だった」と述べた。
　8月以降は戦略会議や意見交換会で出た
アイデア、これまでの議論を踏まえて、具体的
な改善案や大会フォーマットをあらためて検討
していく。

シーズン移行のポイント
　Ｊリーグ戦略会議ではシーズン制について、
Ｊリーグのシーズン（開催期間）を移行し、欧州
を中心とした世界の主要なリーグのシーズンに
そろえることを念頭に置いて検討を重ねてき
た。現在、Ｊリーグはいわゆる「春秋制」で3月
に開幕し、12月初めまでの期間でリーグ戦、リ
ーグカップ戦が実施されている。これに対し、欧
州など世界のサッカー主要国では8月に開幕し
て翌年5月に終了する、「秋春制」が採用され
ている。
　すでに14～16年の国際サッカー連盟（ＦＩ
ＦＡ）インターナショナルマッチデート（以下、
ＩＭＤ）が決定。それによると、9～11月の各
月に1週間に2日間のＩＭＤが設定されている
週がある。ＩＭＤの期間はＦＩＦＡワールドカッ
プや地域連盟選手権の予選、国際親善試合
が組まれ、代表チームの日程が優先されること

鹿島アントラーズが
2連覇を達成 Ｊリーグ戦略会議進捗報告

　「スルガ銀行チャンピオンシップ 2013  
IBARAKI Ｊリーグヤマザキナビスコカップ／
コパ・スダメリカーナ 王者決定戦」が8月7日、
県立カシマサッカースタジアムに2万6202人
の入場者を集めて開催され、鹿島アントラーズ
がサンパウロＦＣ（ブラジル）に3－2と競り勝
ち、昨年に続く2連覇を飾った。ヤマザキナビ
スコカップのウイナーと、南米を代表するカッ
プ戦の一つであるコパ・スダメリカーナ優勝ク
ラブが対戦するタイトルマッチで、今回が6回
目の開催。日本勢としては4連覇で通算対戦

成績を4勝2敗とし、PK戦以外で勝利したの
は今回が初めて。
　鹿島はクラブ世界一に輝いたこともある名
門を相手に、前半で2点のリードを奪った。後
半に入って追い付かれるも、同アディショナル
タイム2分にFW大迫勇也が決勝点を決めて
劇的な勝利。大迫はチームの全得点を挙げる
大活躍だった。サンパウロで選手として活躍し
たことがある鹿島のトニーニョ セレーゾ監督は
「勝利に値する試合の流れをつくり上げた」と
満足そうに試合運びを振り返った。

柏の先制点を挙げた工藤が相手選手と空中戦の競り合い

後半アディショナルタイムの決勝点という劇的な勝利を飾り、昨年の大会に続く2連覇を飾った鹿島持ち前の得点感覚を発揮して大活躍の大迫（左）

第１回  2008年7月30日  大阪長居スタジアム
 ガンバ大阪 0－1 アルセナルＦＣ（アルゼンチン）
第2回  2009年8月5日  大分・九州石油ドーム
 大分トリニータ 1－2 ＳＣインテルナシオナル（ブラジル）
第3回  2010年8月4日  国立競技場
 ＦＣ東京 2－2 リガ・デ・キト（エクアドル）
  （PK4－3）

第4回  2011年8月3日  エコパスタジアム
 ジュビロ磐田 2－2 インデペンディエンテ（アルゼンチン）
  （PK4－2）

第5回  2012年8月1日  県立カシマサッカースタジアム
 鹿島アントラーズ 2－2 ウニベルシダ・デ・チリ（チリ）
  （PK7－6）

第6回  2013年8月7日  県立カシマサッカースタジアム
 鹿島アントラーズ 3－2 サンパウロＦＣ（ブラジル）

大会結果

柏レイソル、準々決勝第1戦は引き分け

■AFCチャンピオンズリーグ2013 ノックアウトステージ ※表の左側のチーム：第1戦ホームチーム／
   右側のチーム：第2戦ホームチーム

アルアハリ
（サウジアラビア）

FCソウル
（韓国）

エステグラル
（イラン）

ブリーラム・ユナイテッド
（タイ）

柏レイソル
（日本）

アルシャバブ
（サウジアラビア）

広州恒大
（中国）

レフウィヤ
（カタール）

①1－1
②9/18（水）

①1－0
②9/18（水）

①1－1
②9/18（水）

①2－0
②9/18（水）

【準々決勝】

【準決勝】

【決勝】 ①10/25（金）または26（土）
 ②11/8（金）または9（土）

①9/25（水）
②10/2（水）

①9/25（水）
②10/2（水）

から、現行のＪリーグのシーズンではリーグ戦
終盤にＩＭＤによってスケジュールが分断され
るなど、日程消化上の困難が生じることは明ら
かだ。
　一方、アジアサッカー連盟（ＡＦＣ）において
ＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）のシーズ
ン移行が検討されていることも、カレンダーを決
定する上で無視できない。
　こうした外的要因の推移に注目しながら、欧
州を中心とする国際カレンダーに合致させるこ
とで、Ｊリーグのシーズンをカレンダー、フットボー
ル（競技）、ステークホルダー（ファン・サポータ
ー、スポンサー、中継テレビ局など）のメリットがあ
ったときに移行することを、Ｊリーグ実行委員会
において合意し、理事会において承認された。
　シーズンの移行に当たって考慮すべき要件
については、日本サッカー協会、Ｊリーグおよび
Ｊクラブが一体となり、解決に向けて準備して
いくことで合意した。特に、積雪地域を中心に、
12月、2月にリーグ戦を開催できる環境の整備
などについて、自治体などとも協力して取り組
むことを確認した。
　コアとなる成長戦略の施策の一つとしては、
リーグ戦により広く注目を集め、メディア露出と
収入増を実現することを目的に、大会フォーマ
ットのあり方を検討している。諸外国や他競技
の事例の収集や分析、現在のＪリーグの課題
の抽出などを行った上で、最適な方法、導入時
期について検討している。これについて、戦略
会議後には前述のような意見交換会を開催し
て議論し、再度、戦略会議を招集し、意見交換
会で出た提案も踏まえて、13年9月の実行委
員会以降、検討を重ねていく。
　また、成長戦略の施策としては、大会のフォー
マット以外の改善案についても議論を重ねて
いる。こうしたテーマについては、２０１４シーズ
ンから随時、具体的な施策として進めていく。
　なお、Ｊリーグでは戦略会議に関する情報
について、引き続きメディアなどを通して公開
していく。

　今年で開幕から20周年を迎えたＪリーグ。今後もさらなる成長を続けていくためには、
内外のさまざまな環境の変化に即して、成長ストーリーを描き、適切な施策を実現する
ことが重要となる。Ｊリーグは2012年10月からＪリーグ戦略会議を立ち上げ、シーズン
制や大会フォーマットなど、今後の発展に関わるテーマについて、議論を重ねてきた。そ
の議論の内容、今後の展開などについて、進捗状況を報告する。

Ｊリーグ戦略会議の概要
●開催目的
・Ｊリーグのシーズン制を検討する。
・Ｊリーグの成長戦略を描き、そのための施策を実現するため、いずれのシーズンが適して
いるかを検討する。
・成長に向けて、関係者が共有できるビジョンを描き、具体的な目標を定める。

●主な検討テーマ
①Ｊリーグのシーズン制 ②ポストシーズンのあり方（大会フォーマット）
③選手育成 ④その他

●コアとなる成長戦略
　Ｊリーグが成長するためのポイントは、プレーヤーのさらなる魅力向上と観戦環境の整備に
集約される。
　Ｊリーグがナショナルブランドとして、現在よりも国民的関心をさらに高めることが急務で
あり、そのための施策を具体化することと、実現するための新たな原資確保が必要となる。
原資確保においては、Ｊリーグの収入増とメディア露出増の双方を実現できる施策を検討
する必要があり、そのための一案としてポストシーズン制を検討している。

タスクフォースの開催（計15回）
2012年6～12月
※Ｊクラブ関係者、有識者などによるシーズン
カレンダーについての検討

Ｊリーグ戦略会議の開催（計9回）
2012年10月25日、11月20日、12月18日、
2013年1月22日、2月26日、3月19日、4月16日、
5月21日、8月16日

Ｊリーグ成長戦略に関する意見交換会（計4回）
2013年7月25日、30日、8月1日、5日

これまでのスケジュール

Ｊリーグ公式ホームページでは、Ｊリーグ戦略会議
に関する記事やインタビューを掲載しています。
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大迫がブラジルの名門を相手にハットトリックの大活躍

　ＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）２０１３
準々決勝の第1戦4試合が8月21日にアジ
ア各地で行われ、日本勢で唯一、勝ち残って
いる柏レイソルは、ホームの日立柏サッカー場
でアルシャバブ（サウジアラビア）と1－1で引
き分けた。柏は21分、FKのこぼれ球をFW
工藤壮人が決めて先制。その後はアルシャバブ
が反撃に転じ、前半終了直前の44分に同点
ゴールを奪われた。後半は何度か決定的な
チャンスをつくった柏だが、勝ち越し点は生ま
れなかった。
　第2戦は9月18日（水）に、アウェイのリヤ

ドで行われる。柏は勝てば準決勝進出が決
定。引き分けの場合、2－2以上のスコアなら
アウェイゴール数で上回り、4強入りが決まる。
90分を終えて1－1の場合は、延長戦へ突
入。0－0ならアウェイゴール数で下回り、敗れ
た場合と同様、敗退となる。ネルシーニョ監督
は「分析を重ね、今日よりいい内容でゲームを
したい」と第2戦への抱負を語った。今シーズ
ンのＡＣＬではアウェイで4戦4勝と素晴らし
い成績を残しているだけに、日本勢として
2009年の名古屋グランパス以来となる準決
勝進出が期待される。

Ｊリーグ・Ｊクラブの垣根を越えた議論
　Ｊリーグのシーズンカレンダーについては
「カレンダータスクフォース」で検討を重ねてき
た。Ｊリーグ内部だけでなく、外部の識者も交え
て意見を聞き、Ｊクラブの各方面の担当者と
議論を続けてきた。
　しかしながら、Ｊリーグが今後、発展を続けて
いくためには、シーズンカレンダー以外のテーマ
についても議論が必要との考え方に基づき、
会議の体制を変更した。これが「Ｊリーグ戦略
会議」で、Ｊリーグのシーズン制の検討、同じく
成長戦略の策定と実現のための具体的目標
などを目的に、2012年10月から今年8月ま
で、計9回開催した。
　Ｊリーグ戦略会議はＪリーグ、Ｊクラブ実行
委員などによって構成される。そして、Ｊリーグ
の現状分析とその共有、Ｊリーグのシーズン
制、大会フォーマット、選手育成などをテーマ
に、Ｊリーグの成長戦略についての議論を行
ってきた。そのうち、いくつかの議案について
は、今年6、7月のＪリーグ実行委員会、同理
事会で審議を行った。
　さらに7月後半からは、Ｊクラブの実行委員
をエリア別に約10人ずつ集め、東京（2回）、
大阪、福岡で計4回の「Ｊリーグの成長戦略
に関する意見交換会」を開催した。ここでは大
会フォーマットに関してだけでなく、クラブの垣
根を越えてＪリーグの発展に向けた活発な意
見が交わされた。

　この意見交換会の成果について、Ｊリーグ
の中西大介 競技・事業本部長は「各クラブ
が個別の利害を主張するのではなく、Ｊリーグ
全体のことを考えて、さまざまなアイデアを出し
てくれたのは大きな収穫。非常に有意義な会
だった」と述べた。
　8月以降は戦略会議や意見交換会で出た
アイデア、これまでの議論を踏まえて、具体的
な改善案や大会フォーマットをあらためて検討
していく。

シーズン移行のポイント
　Ｊリーグ戦略会議ではシーズン制について、
Ｊリーグのシーズン（開催期間）を移行し、欧州
を中心とした世界の主要なリーグのシーズンに
そろえることを念頭に置いて検討を重ねてき
た。現在、Ｊリーグはいわゆる「春秋制」で3月
に開幕し、12月初めまでの期間でリーグ戦、リ
ーグカップ戦が実施されている。これに対し、欧
州など世界のサッカー主要国では8月に開幕し
て翌年5月に終了する、「秋春制」が採用され
ている。
　すでに14～16年の国際サッカー連盟（ＦＩ
ＦＡ）インターナショナルマッチデート（以下、
ＩＭＤ）が決定。それによると、9～11月の各
月に1週間に2日間のＩＭＤが設定されている
週がある。ＩＭＤの期間はＦＩＦＡワールドカッ
プや地域連盟選手権の予選、国際親善試合
が組まれ、代表チームの日程が優先されること

鹿島アントラーズが
2連覇を達成 Ｊリーグ戦略会議進捗報告

　「スルガ銀行チャンピオンシップ 2013  
IBARAKI Ｊリーグヤマザキナビスコカップ／
コパ・スダメリカーナ 王者決定戦」が8月7日、
県立カシマサッカースタジアムに2万6202人
の入場者を集めて開催され、鹿島アントラーズ
がサンパウロＦＣ（ブラジル）に3－2と競り勝
ち、昨年に続く2連覇を飾った。ヤマザキナビ
スコカップのウイナーと、南米を代表するカッ
プ戦の一つであるコパ・スダメリカーナ優勝ク
ラブが対戦するタイトルマッチで、今回が6回
目の開催。日本勢としては4連覇で通算対戦

成績を4勝2敗とし、PK戦以外で勝利したの
は今回が初めて。
　鹿島はクラブ世界一に輝いたこともある名
門を相手に、前半で2点のリードを奪った。後
半に入って追い付かれるも、同アディショナル
タイム2分にFW大迫勇也が決勝点を決めて
劇的な勝利。大迫はチームの全得点を挙げる
大活躍だった。サンパウロで選手として活躍し
たことがある鹿島のトニーニョ セレーゾ監督は
「勝利に値する試合の流れをつくり上げた」と
満足そうに試合運びを振り返った。

柏の先制点を挙げた工藤が相手選手と空中戦の競り合い

後半アディショナルタイムの決勝点という劇的な勝利を飾り、昨年の大会に続く2連覇を飾った鹿島持ち前の得点感覚を発揮して大活躍の大迫（左）

第１回  2008年7月30日  大阪長居スタジアム
 ガンバ大阪 0－1 アルセナルＦＣ（アルゼンチン）
第2回  2009年8月5日  大分・九州石油ドーム
 大分トリニータ 1－2 ＳＣインテルナシオナル（ブラジル）
第3回  2010年8月4日  国立競技場
 ＦＣ東京 2－2 リガ・デ・キト（エクアドル）
  （PK4－3）

第4回  2011年8月3日  エコパスタジアム
 ジュビロ磐田 2－2 インデペンディエンテ（アルゼンチン）
  （PK4－2）

第5回  2012年8月1日  県立カシマサッカースタジアム
 鹿島アントラーズ 2－2 ウニベルシダ・デ・チリ（チリ）
  （PK7－6）

第6回  2013年8月7日  県立カシマサッカースタジアム
 鹿島アントラーズ 3－2 サンパウロＦＣ（ブラジル）

大会結果

柏レイソル、準々決勝第1戦は引き分け

■AFCチャンピオンズリーグ2013 ノックアウトステージ ※表の左側のチーム：第1戦ホームチーム／
   右側のチーム：第2戦ホームチーム

アルアハリ
（サウジアラビア）

FCソウル
（韓国）

エステグラル
（イラン）

ブリーラム・ユナイテッド
（タイ）

柏レイソル
（日本）

アルシャバブ
（サウジアラビア）

広州恒大
（中国）

レフウィヤ
（カタール）

①1－1
②9/18（水）

①1－0
②9/18（水）

①1－1
②9/18（水）

①2－0
②9/18（水）

【準々決勝】

【準決勝】

【決勝】 ①10/25（金）または26（土）
 ②11/8（金）または9（土）

①9/25（水）
②10/2（水）

①9/25（水）
②10/2（水）

から、現行のＪリーグのシーズンではリーグ戦
終盤にＩＭＤによってスケジュールが分断され
るなど、日程消化上の困難が生じることは明ら
かだ。
　一方、アジアサッカー連盟（ＡＦＣ）において
ＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）のシーズ
ン移行が検討されていることも、カレンダーを決
定する上で無視できない。
　こうした外的要因の推移に注目しながら、欧
州を中心とする国際カレンダーに合致させるこ
とで、Ｊリーグのシーズンをカレンダー、フットボー
ル（競技）、ステークホルダー（ファン・サポータ
ー、スポンサー、中継テレビ局など）のメリットがあ
ったときに移行することを、Ｊリーグ実行委員会
において合意し、理事会において承認された。
　シーズンの移行に当たって考慮すべき要件
については、日本サッカー協会、Ｊリーグおよび
Ｊクラブが一体となり、解決に向けて準備して
いくことで合意した。特に、積雪地域を中心に、
12月、2月にリーグ戦を開催できる環境の整備
などについて、自治体などとも協力して取り組
むことを確認した。
　コアとなる成長戦略の施策の一つとしては、
リーグ戦により広く注目を集め、メディア露出と
収入増を実現することを目的に、大会フォーマ
ットのあり方を検討している。諸外国や他競技
の事例の収集や分析、現在のＪリーグの課題
の抽出などを行った上で、最適な方法、導入時
期について検討している。これについて、戦略
会議後には前述のような意見交換会を開催し
て議論し、再度、戦略会議を招集し、意見交換
会で出た提案も踏まえて、13年9月の実行委
員会以降、検討を重ねていく。
　また、成長戦略の施策としては、大会のフォー
マット以外の改善案についても議論を重ねて
いる。こうしたテーマについては、２０１４シーズ
ンから随時、具体的な施策として進めていく。
　なお、Ｊリーグでは戦略会議に関する情報
について、引き続きメディアなどを通して公開
していく。

　今年で開幕から20周年を迎えたＪリーグ。今後もさらなる成長を続けていくためには、
内外のさまざまな環境の変化に即して、成長ストーリーを描き、適切な施策を実現する
ことが重要となる。Ｊリーグは2012年10月からＪリーグ戦略会議を立ち上げ、シーズン
制や大会フォーマットなど、今後の発展に関わるテーマについて、議論を重ねてきた。そ
の議論の内容、今後の展開などについて、進捗状況を報告する。

Ｊリーグ戦略会議の概要
●開催目的
・Ｊリーグのシーズン制を検討する。
・Ｊリーグの成長戦略を描き、そのための施策を実現するため、いずれのシーズンが適して
いるかを検討する。
・成長に向けて、関係者が共有できるビジョンを描き、具体的な目標を定める。

●主な検討テーマ
①Ｊリーグのシーズン制 ②ポストシーズンのあり方（大会フォーマット）
③選手育成 ④その他

●コアとなる成長戦略
　Ｊリーグが成長するためのポイントは、プレーヤーのさらなる魅力向上と観戦環境の整備に
集約される。
　Ｊリーグがナショナルブランドとして、現在よりも国民的関心をさらに高めることが急務で
あり、そのための施策を具体化することと、実現するための新たな原資確保が必要となる。
原資確保においては、Ｊリーグの収入増とメディア露出増の双方を実現できる施策を検討
する必要があり、そのための一案としてポストシーズン制を検討している。

タスクフォースの開催（計15回）
2012年6～12月
※Ｊクラブ関係者、有識者などによるシーズン
カレンダーについての検討

Ｊリーグ戦略会議の開催（計9回）
2012年10月25日、11月20日、12月18日、
2013年1月22日、2月26日、3月19日、4月16日、
5月21日、8月16日

Ｊリーグ成長戦略に関する意見交換会（計4回）
2013年7月25日、30日、8月1日、5日

これまでのスケジュール

Ｊリーグ公式ホームページでは、Ｊリーグ戦略会議
に関する記事やインタビューを掲載しています。
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　各月のリーグ戦（Ｊ１、Ｊ２）にお
いて最も活躍した選手を表彰する
「コカ・コーラ Ｊリーグ 月間MVP」
の7月度の受賞選手が決定した。
Ｊ１はサンフレッチェ広島のGK西川
周作、Ｊ２が京都サンガF.C.のMF
山瀬功治。受賞したＪ１選手には
賞金として30万円、Ｊ２選手には
20万円を授与。サッカー専門メディ
アとＪリーグからなる選考委員会に
よって選考される。

　Ｊリーグ20周年を記念して、過去20年間での「ベストゴール」
「ベストイレブン」「ベストマッチ」をサポーター投票で決定した「Ｊクロ
ニクルベスト」で、ジュビロ
磐田に関係したベストイ
レブンの表彰が8月3日、
ヤマハスタジアム（磐田）
で行われた。中山雅史、
名波 浩の両氏、GK川口
能活の3人が、Ｊリーグの
大東和美チェアマンから
表彰を受けた。

実行委員選任について
　Ｊリーグは8月20日に開催した理事会で、ロアッソ熊本の実行委員を
池谷友良氏から永田 求（ながた もとむ）氏へ変更することを承認した。

訂正のお知らせ
Ｊリーグニュース207号の8ページ「Ｊリーグ準加盟を申請した13クラブ」の表中で、以下の
誤りがありました。お詫びして、訂正します。

ＦＣ琉球の法人名とホームタウン
誤） （株）琉球フットボールクラブ → 正） 琉球フットボールクラブ（株）
誤） 那覇市、沖縄市を中心とする全県 → 正） 沖縄市を中心とする全県

永田  求
株式会社アスリートクラブ熊本
代表取締役会長 兼 社長

池谷  友良
株式会社アスリートクラブ熊本

代表取締役社長
ロアッソ熊本

クラブ名 変更前 変更後

実行委員 敬称略

ユニフォームを現地へ届けた
山下修作Ｊリーグアジア戦略室長のコメント

「日本全国のサポーターの皆さまから送っていただいた
1189枚のユニフォーム、ウエアを1枚もロストすることなく、
無事に東ティモールの子どもたちに届けることができまし
た。本当に多くの笑顔に出会うことができ、サッカーやＪリ
ーグの持つ力をあらためて感じることができました。ご協力い
ただいた皆さま、本当にありがとうございました」

大東チェアマン（左端）と川口、名波、中山

第30節の愛媛ＦＣ戦でデビュー

Ｊクラブの選手で構成された東アジアカップの日本代表。
カップを掲げるのはジュビロ磐田の駒野

広島が7月に達成した5連勝に貢献
した活躍などが評価された西川

　Ｊリーグとしては初のベトナム人選手とな
るFWレ コン ビン（27）が、Ｊ２のコンサドー
レ札幌に加わった。Ｊリーグが2012年8月よ
りパートナーシップ協定を結ぶベトナム国リー
グのソンラム ゲアンからの移籍。ベトナム代
表でも活躍する同国きってのスター選手だ。
パートナーシップ協定では、選手移籍などさま
ざまな分野で両リーグが協力することがうたわ
れている。加入会見では「サポーターの皆さん
には、スピードとゴール前での動きの質を見て
ほしい」と、プレーの特長をアピールした。

東京オリンピック・パラリンピック招致祈念ウオークを共催
　Ｊリーグは8月20日に開催した理事会で「東京オリンピック・パラリン
ピック招致祈念ウオーク」（主催：東京オリンピック・パラリンピック招致
祈念ウオーク実行委員会）を共催することを決定した。同イベントでは、
8月31日（土）～9月1日（日）に2020年の東京オリンピック・パラリン
ピック招致を願う人々が東京に集まり、招致を祈念するウオークを実施す
る（スタート地点：国立競技場）。また、1964年の第18回東京オリンピッ
クを知る65歳以上の高齢者が「語り部」となり、2020年オリンピックの
代表選手となる小中学生とともに歩きながらその感動を伝承し、国民が
一丸となって招致を願っている姿を世界に届ける。

川淵キャプテンとエスコートキッズがステージ上に登場

　東京フィルハーモニー交響楽団が主催し、
Ｊリーグが協賛した「Ｊリーグ20周年記念 
Ｊリーグ＆東京フィル『ハートフル コンサート
2013』」が、8月15日に東京芸術劇場コンサ
ートホールで開催された。コンサートでは、サッ
カーと音楽のコラボレーションとして、サッカー
のファン・サポーターになじみ深いヴェルディの
歌劇「アイーダ」の「凱旋行進曲」をはじめとし
たクラシックの名曲が披露された。
　また、ゲストの川淵三郎 日本サッカー協会
キャプテン（最高顧問）が18人のエスコートキ
ッズ（下赤塚フットボールクラブの選手たち）と
手をつなぎながら、東フィルが演奏する「J's 
THEME」に乗ってステージに登場。司会の

黒柳徹子さんとのトークでは、
「J's THEME」の誕生秘話や
Ｊリーグ開幕当時の思い出など
を語った。
　さらに、川淵キャプテンへのサ
プライズプレゼントとして「翼をく
ださい」が演奏された。この曲
は、日本代表がＦＩＦＡワールド
カップ フランスのアジア最終予
選で苦戦していた時に、スタジ
アムでサポーターが歌った思い出の曲。演奏
が始まると同キャプテンは涙を浮かべ、その後
のトークタイムで「サッカーと音楽の共通点は、
国境を越えて勇気、希望、感動を与えられるこ

と。そしてリズム感。Ｊリーグが東フィルと一緒
にイベントをする機会が持てるまでに成功し
た。こうして開催していただけるのは、非常にあ
りがたいこと」と振り返った。

Ｊリーグ20周年記念 Ｊリーグ＆東京フィル 「ハートフル 
コンサート2013」開催

芝生の上で城さんと楽しくボールを蹴り合った子どもたち

　Ｊリーグは、Ｊリーグ百年構想パートナーである
朝日新聞社の協力のもと、8月13日に静岡市
立清水岡小学校（静岡市清水区／三浦博和
校長）で同校の生徒など約50人が参加し、
「Ｊリーグ百年構想サッカー教室」を開催した。
今回は、Ｊリーグが後援する「第27回全国少
年少女草サッカー大会」の期間中に、同教室
としては初めて静岡市内で開催。同大会の参
加者や保護者も集まった。
　指導に当たったのは、Ｊリーグ百年構想メッ
センジャーの城 彰二さんと清水エスパルスの

育成普及スタッフ。子どもたちは暑さに負けず、
元気に芝生の上を走り、元日本代表の城さん
のテクニックに歓声を上げた。スカパー！のＪ
リーグマッチデーハイライトMCでおなじみの平
畠啓史さんもゲスト参加し、Mr.ピッチと共に会
場を盛り上げた。終了後には同教室の模様を
伝える朝日新聞の号外も配布された。
　Ｊリーグ百年構想サッカー教室は、Ｊリーグ
の理念である「芝生のグラウンドの拡大」を推
進するための活動で、2004年に始まり、今回
が13回目の開催。芝生の校庭を持つ学校で

Ｊリーグがサッカー教室などを行うことで、全国
に芝生のグラウンドの素晴らしさを紹介し、一
つでも多くの芝生の広場や校庭が増えること
を願って行われている。

「Ｊリーグ百年構想サッカー教室」を
静岡市立清水岡小学校で開催

Ｊリーグに初のベトナム人選手 Ｊリーグ選手で構成したSAMURAI 
BLUEが東アジアの王者に

企画趣旨説明でタウル マタン ルアク大統領（右から2人目）
と接見。左端は東ティモール日本文化センターの高橋理事長

子どもたちは早速、カラフルなユニフォームを着て大喜び

　Ｊリーグは20周年記念事業の国際社会貢
献活動として、サポーター参加型による東ティ
モールへのユニフォーム寄付を実施した。
　本活動では、2013年4月よりＪリーグのオ

フィシャルファンサイトである「Ｊ’sGOAL」でサ
ポーターからのユニフォーム提供を募集。集ま
った1189枚やサッカーボールを、東南アジア
で最も新しい国である東ティモールの子どもた

ちに寄付した。特定非営利活動
法人 東ティモール日本文化セン
ターの協力のもとで寄付先を選定
し、同国バウカウ県のセイシャル
第3基礎教育学校、アサヌノ村の
子どもたち、ラガ地域孤児院の子
どもたちにカラフルなユニフォーム
が配られた。
　Ｊリーグでは今後も、世界やア
ジアで恵まれないサッカー環境の
子どもたちを対象に、定期的な国
際社会貢献活動を実施し、サッカ
ー普及活動を行っていく。

Ｊリーグ20周年事業 国際社会貢献活動
 サポーター参加型による東ティモールへのユニフォーム寄付を実施

　SAMURAI BLUE（日本代表）が、7月20～28日に韓国で開催され
たＥＡＦＦ東アジアカップ2013 決勝大会で初優勝を飾った。今大会
の日本代表は、全てＪクラブに所属する選手たちで構成。初戦は中国と
3－3で引き分けたも
のの、オーストラリアに
3－2、韓国に2－1と
競り勝ち、2位の中国
に勝点2差をつけてタ
イトルを獲得した。ま
た、MF山口 螢（セレッ
ソ大阪）が大会の最
優秀選手に選ばれ、
通算3得点を挙げた
柿谷曜一朗（Ｃ大阪）
が得点王となった。

　Ｊリーグは8月20日に開催した理事会で、Ｊリーグ準加盟申請について審議
した結果、グルージャ盛岡、横浜スポーツ＆カルチャークラブ、レノファ山口の
Ｊリーグ準加盟を承認した。準加盟が承認されたクラブの概要は、下記の通り。

Ｊリーグ準加盟審査結果について

グルージャ盛岡

法 人 名

岩手県盛岡市肴町4-20 永卯ビル2階所 在 地
東北社会人サッカーリーグ1部所属リーグ
盛岡市ホームタウン
盛岡南公園球技場ホームスタジアム

株式会社 いわてアスリートクラブ
代表取締役社長：臼井  康雄

レノファ山口

法 人 名

山口県山口市道場門前1-2-20所 在 地
中国社会人サッカーリーグ所属リーグ
山口市を中心とする全県ホームタウン
維新百年記念公園陸上競技場ホームスタジアム

特定非営利活動法人 山口アスレチック・クラブ
理事長：山根  幹夫

横浜スポーツ＆カルチャークラブ（Ｙ．Ｓ．Ｃ．Ｃ．）

法 人 名

神奈川県横浜市中区本牧埠頭3 USSインターナショナル内所 在 地
日本フットボールリーグ（ＪＦＬ）所属リーグ
横浜市ホームタウン
三ツ沢公園陸上競技場／ニッパツ三ツ沢球技場ホームスタジアム

特定非営利活動法人 横浜スポーツ＆カルチャークラブ（Ｙ．Ｓ．Ｃ．Ｃ．）
理事長：吉野  次郎

（敬称略）

準加盟申請を行ったクラブの審査状況、Ｊ３については、Ｊリーグ公式ホームページで随時
情報を公開しています。詳しくはそちら（http://j3.j-league.or.jp/）をご覧ください。

【参 考】現在のＪリーグ準加盟クラブ
ＳＣ相模原（2010年2月～）／カマタマーレ讃岐（2011年2月～）／ＡＣ長野パルセイ
ロ（2012年7月～）／ＦＣ町田ゼルビア（2013年1月～：Ｊ２からＪＦＬへの降格ク
ラブ）／ブラウブリッツ秋田（2013年2月～）／ツエーゲン金沢（2013年2月～）

トピックス（7月23日～8月23日）
※各項目の詳細については、Ｊリーグ公式ホームページ
　（http://www.j-league.or.jp）を参照
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　各月のリーグ戦（Ｊ１、Ｊ２）にお
いて最も活躍した選手を表彰する
「コカ・コーラ Ｊリーグ 月間MVP」
の7月度の受賞選手が決定した。
Ｊ１はサンフレッチェ広島のGK西川
周作、Ｊ２が京都サンガF.C.のMF
山瀬功治。受賞したＪ１選手には
賞金として30万円、Ｊ２選手には
20万円を授与。サッカー専門メディ
アとＪリーグからなる選考委員会に
よって選考される。

　Ｊリーグ20周年を記念して、過去20年間での「ベストゴール」
「ベストイレブン」「ベストマッチ」をサポーター投票で決定した「Ｊクロ
ニクルベスト」で、ジュビロ
磐田に関係したベストイ
レブンの表彰が8月3日、
ヤマハスタジアム（磐田）
で行われた。中山雅史、
名波 浩の両氏、GK川口
能活の3人が、Ｊリーグの
大東和美チェアマンから
表彰を受けた。

実行委員選任について
　Ｊリーグは8月20日に開催した理事会で、ロアッソ熊本の実行委員を
池谷友良氏から永田 求（ながた もとむ）氏へ変更することを承認した。

訂正のお知らせ
Ｊリーグニュース207号の8ページ「Ｊリーグ準加盟を申請した13クラブ」の表中で、以下の
誤りがありました。お詫びして、訂正します。

ＦＣ琉球の法人名とホームタウン
誤） （株）琉球フットボールクラブ → 正） 琉球フットボールクラブ（株）
誤） 那覇市、沖縄市を中心とする全県 → 正） 沖縄市を中心とする全県

永田  求
株式会社アスリートクラブ熊本
代表取締役会長 兼 社長

池谷  友良
株式会社アスリートクラブ熊本

代表取締役社長
ロアッソ熊本

クラブ名 変更前 変更後

実行委員 敬称略

ユニフォームを現地へ届けた
山下修作Ｊリーグアジア戦略室長のコメント

「日本全国のサポーターの皆さまから送っていただいた
1189枚のユニフォーム、ウエアを1枚もロストすることなく、
無事に東ティモールの子どもたちに届けることができまし
た。本当に多くの笑顔に出会うことができ、サッカーやＪリ
ーグの持つ力をあらためて感じることができました。ご協力い
ただいた皆さま、本当にありがとうございました」

大東チェアマン（左端）と川口、名波、中山

第30節の愛媛ＦＣ戦でデビュー

Ｊクラブの選手で構成された東アジアカップの日本代表。
カップを掲げるのはジュビロ磐田の駒野

広島が7月に達成した5連勝に貢献
した活躍などが評価された西川

　Ｊリーグとしては初のベトナム人選手とな
るFWレ コン ビン（27）が、Ｊ２のコンサドー
レ札幌に加わった。Ｊリーグが2012年8月よ
りパートナーシップ協定を結ぶベトナム国リー
グのソンラム ゲアンからの移籍。ベトナム代
表でも活躍する同国きってのスター選手だ。
パートナーシップ協定では、選手移籍などさま
ざまな分野で両リーグが協力することがうたわ
れている。加入会見では「サポーターの皆さん
には、スピードとゴール前での動きの質を見て
ほしい」と、プレーの特長をアピールした。

東京オリンピック・パラリンピック招致祈念ウオークを共催
　Ｊリーグは8月20日に開催した理事会で「東京オリンピック・パラリン
ピック招致祈念ウオーク」（主催：東京オリンピック・パラリンピック招致
祈念ウオーク実行委員会）を共催することを決定した。同イベントでは、
8月31日（土）～9月1日（日）に2020年の東京オリンピック・パラリン
ピック招致を願う人々が東京に集まり、招致を祈念するウオークを実施す
る（スタート地点：国立競技場）。また、1964年の第18回東京オリンピッ
クを知る65歳以上の高齢者が「語り部」となり、2020年オリンピックの
代表選手となる小中学生とともに歩きながらその感動を伝承し、国民が
一丸となって招致を願っている姿を世界に届ける。

川淵キャプテンとエスコートキッズがステージ上に登場

　東京フィルハーモニー交響楽団が主催し、
Ｊリーグが協賛した「Ｊリーグ20周年記念 
Ｊリーグ＆東京フィル『ハートフル コンサート
2013』」が、8月15日に東京芸術劇場コンサ
ートホールで開催された。コンサートでは、サッ
カーと音楽のコラボレーションとして、サッカー
のファン・サポーターになじみ深いヴェルディの
歌劇「アイーダ」の「凱旋行進曲」をはじめとし
たクラシックの名曲が披露された。
　また、ゲストの川淵三郎 日本サッカー協会
キャプテン（最高顧問）が18人のエスコートキ
ッズ（下赤塚フットボールクラブの選手たち）と
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THEME」に乗ってステージに登場。司会の

黒柳徹子さんとのトークでは、
「J's THEME」の誕生秘話や
Ｊリーグ開幕当時の思い出など
を語った。
　さらに、川淵キャプテンへのサ
プライズプレゼントとして「翼をく
ださい」が演奏された。この曲
は、日本代表がＦＩＦＡワールド
カップ フランスのアジア最終予
選で苦戦していた時に、スタジ
アムでサポーターが歌った思い出の曲。演奏
が始まると同キャプテンは涙を浮かべ、その後
のトークタイムで「サッカーと音楽の共通点は、
国境を越えて勇気、希望、感動を与えられるこ

と。そしてリズム感。Ｊリーグが東フィルと一緒
にイベントをする機会が持てるまでに成功し
た。こうして開催していただけるのは、非常にあ
りがたいこと」と振り返った。

Ｊリーグ20周年記念 Ｊリーグ＆東京フィル 「ハートフル 
コンサート2013」開催
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　Ｊリーグは、Ｊリーグ百年構想パートナーである
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のテクニックに歓声を上げた。スカパー！のＪ
リーグマッチデーハイライトMCでおなじみの平
畠啓史さんもゲスト参加し、Mr.ピッチと共に会
場を盛り上げた。終了後には同教室の模様を
伝える朝日新聞の号外も配布された。
　Ｊリーグ百年構想サッカー教室は、Ｊリーグ
の理念である「芝生のグラウンドの拡大」を推
進するための活動で、2004年に始まり、今回
が13回目の開催。芝生の校庭を持つ学校で

Ｊリーグがサッカー教室などを行うことで、全国
に芝生のグラウンドの素晴らしさを紹介し、一
つでも多くの芝生の広場や校庭が増えること
を願って行われている。

「Ｊリーグ百年構想サッカー教室」を
静岡市立清水岡小学校で開催

Ｊリーグに初のベトナム人選手 Ｊリーグ選手で構成したSAMURAI 
BLUEが東アジアの王者に

企画趣旨説明でタウル マタン ルアク大統領（右から2人目）
と接見。左端は東ティモール日本文化センターの高橋理事長

子どもたちは早速、カラフルなユニフォームを着て大喜び

　Ｊリーグは20周年記念事業の国際社会貢
献活動として、サポーター参加型による東ティ
モールへのユニフォーム寄付を実施した。
　本活動では、2013年4月よりＪリーグのオ

フィシャルファンサイトである「Ｊ’sGOAL」でサ
ポーターからのユニフォーム提供を募集。集ま
った1189枚やサッカーボールを、東南アジア
で最も新しい国である東ティモールの子どもた

ちに寄付した。特定非営利活動
法人 東ティモール日本文化セン
ターの協力のもとで寄付先を選定
し、同国バウカウ県のセイシャル
第3基礎教育学校、アサヌノ村の
子どもたち、ラガ地域孤児院の子
どもたちにカラフルなユニフォーム
が配られた。
　Ｊリーグでは今後も、世界やア
ジアで恵まれないサッカー環境の
子どもたちを対象に、定期的な国
際社会貢献活動を実施し、サッカ
ー普及活動を行っていく。

Ｊリーグ20周年事業 国際社会貢献活動
 サポーター参加型による東ティモールへのユニフォーム寄付を実施

　SAMURAI BLUE（日本代表）が、7月20～28日に韓国で開催され
たＥＡＦＦ東アジアカップ2013 決勝大会で初優勝を飾った。今大会
の日本代表は、全てＪクラブに所属する選手たちで構成。初戦は中国と
3－3で引き分けたも
のの、オーストラリアに
3－2、韓国に2－1と
競り勝ち、2位の中国
に勝点2差をつけてタ
イトルを獲得した。ま
た、MF山口 螢（セレッ
ソ大阪）が大会の最
優秀選手に選ばれ、
通算3得点を挙げた
柿谷曜一朗（Ｃ大阪）
が得点王となった。

　Ｊリーグは8月20日に開催した理事会で、Ｊリーグ準加盟申請について審議
した結果、グルージャ盛岡、横浜スポーツ＆カルチャークラブ、レノファ山口の
Ｊリーグ準加盟を承認した。準加盟が承認されたクラブの概要は、下記の通り。

Ｊリーグ準加盟審査結果について

グルージャ盛岡

法 人 名

岩手県盛岡市肴町4-20 永卯ビル2階所 在 地
東北社会人サッカーリーグ1部所属リーグ
盛岡市ホームタウン
盛岡南公園球技場ホームスタジアム

株式会社 いわてアスリートクラブ
代表取締役社長：臼井  康雄

レノファ山口

法 人 名

山口県山口市道場門前1-2-20所 在 地
中国社会人サッカーリーグ所属リーグ
山口市を中心とする全県ホームタウン
維新百年記念公園陸上競技場ホームスタジアム

特定非営利活動法人 山口アスレチック・クラブ
理事長：山根  幹夫

横浜スポーツ＆カルチャークラブ（Ｙ．Ｓ．Ｃ．Ｃ．）

法 人 名

神奈川県横浜市中区本牧埠頭3 USSインターナショナル内所 在 地
日本フットボールリーグ（ＪＦＬ）所属リーグ
横浜市ホームタウン
三ツ沢公園陸上競技場／ニッパツ三ツ沢球技場ホームスタジアム

特定非営利活動法人 横浜スポーツ＆カルチャークラブ（Ｙ．Ｓ．Ｃ．Ｃ．）
理事長：吉野  次郎

（敬称略）

準加盟申請を行ったクラブの審査状況、Ｊ３については、Ｊリーグ公式ホームページで随時
情報を公開しています。詳しくはそちら（http://j3.j-league.or.jp/）をご覧ください。

【参 考】現在のＪリーグ準加盟クラブ
ＳＣ相模原（2010年2月～）／カマタマーレ讃岐（2011年2月～）／ＡＣ長野パルセイ
ロ（2012年7月～）／ＦＣ町田ゼルビア（2013年1月～：Ｊ２からＪＦＬへの降格ク
ラブ）／ブラウブリッツ秋田（2013年2月～）／ツエーゲン金沢（2013年2月～）

トピックス（7月23日～8月23日）
※各項目の詳細については、Ｊリーグ公式ホームページ
　（http://www.j-league.or.jp）を参照
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Ｊクラブがイングランドの名門などと対戦
Ｊ１リーグ戦中断期間に国際親善試合

　Ｊ１リーグ戦が7月17日の第17節終了後
から同31日の第18節で再開するまでの中断
期間、海外からチームが来日してＪクラブと国
際親善試合を行った。日本人選手が所属する
イングランドの名門クラブもあり、ファン・サポ
ーターの関心も高かった。
　横浜Ｆ・マリノス、セレッソ大阪は、2007年
から10年の途中までＣ大阪で活躍したMF
香川真司を擁するマンチェスター・ユナイテッド
（イングランド）と対戦した。横浜ＦＭはこの強
豪を相手に3－2と競り勝ち、Ｃ大阪は試合終
了直前に同点ゴールを許して惜しくも2－2の

引き分けと、Ｊクラブが大いに健闘した。香川
は古巣のＣ大阪戦で1点を決めるなど、ファン・
サポーターを喜ばせた。
　一方、名古屋グランパス、浦和レッズは、同
じくイングランドのアーセナルを迎えた。アーセ
ナルは、1995年のサントリーシリーズから96
年まで名古屋グランパスエイト（現 名古屋グラ
ンパス）を指揮したベンゲル監督が率いるチー
ム。名古屋は、ベンゲル監督のもとで選手と
して活躍したストイコビッチ監督が指揮を執る
ことから「師弟対決」として注目された。試合は
アーセナルが3－1の勝利。アーセナルに所属

する愛知県出身のMF宮市 亮もPKで1点を
決めた。浦和は終盤に決勝点を許して1－2で
惜敗した。
　この他、サガン鳥栖はシドニーＦＣ（オースト
ラリア）を迎えて2－1の勝利。シドニーの元イ
タリア代表FW、アレッサンドロ デルピエロは、
昨年7月の「東日本大震災復興支援 ２０１２ 
Ｊリーグスペシャルマッチ」に続く来日となった。
また、ＦＣ東京はスペイン2部リーグのＣＥサ
バデルと対戦して2－2の引き分け。Ｆ東京から
期限付き移籍するMF田邉草民もサバデルの
一員として出場し、1点を決める活躍を見せた。

Ｃ大阪は強豪を相手に惜しくも引き分け。かつてのチームメートである香川（右）を
マークする藤本（7月26日、大阪長居スタジアム）

横浜ＦＭは藤田（左から3人目）が87分に値千金の決勝点をマーク（7月23日、日産スタジアム）

スター選手がそろうアーセナルを相手に中盤で奮闘した柏木（右）。左はチェコ代
表の名手、ロシツキー（7月26日、埼玉スタジアム２００２）

アーセナルの攻撃をしのぐ名古屋の守備陣。中央は
宮市（7月22日、豊田スタジアム）

かつて監督、選手としてともに名古屋を支えた
ベンゲル監督（右）とストイコビッチ監督

鳥栖の高橋（左）がデルピエロと競り合う（7月24日、
ベストアメニティスタジアム）


